
永田紙業株式会社（古紙卸・産業廃棄物処理業）

深谷事業所

〇本社所在地:埼玉県深谷市⾧在家198
〇事業概要:資源回収、産業廃棄物処理
〇常時使用する従業員: 165名
（2024年9月期）
〇現在の売上高: 40.6億円
（2024年9月期）
〇法人番号: 1030001086043
〇Web:https://nagata-shigyo.com/

R3サイクルシステムの推進による持続可能な環境づくり
私たちは、Resourse(資源化)、Reuse(再利用)、Recycle(再資源化)のR３サイクルシステムの
推進による高度循環型社会の実現を目指して、100億円企業へ成⾧していきます。
具体的には、プラスチックのケミカルリサイクルや機械販売へ事業を展開していきます。
本補助事業の目的である高度循環型社会実現の為には、多様なサプライヤーとの連携が必須です。
本取り組みを機会に、多様な繋がりを構築・協力を築き、持続可能な社会づくりに貢献してまいります。

売上高100億円実現の目標と課題

本補助事業によるケミカルリサイクルの推進と機械販売に
よる増収で、2032年に売上高100億円達成を目指す。

売上高100億円実現に向けて以下に取り組む
① 本補助事業による増収・ブランド化

 設備投資による機械能力の強化
 廃プラの選別装置により、品質を標準化
 油化装置により、ケミカルリサイクル拡大

② 機械販売による増収
③ 未稼働事業所(2拠点)の能力活用

売上高100億円実現に向けた具体的措置

• 社⾧直轄で補助事業推進に関わるプロジェクトを立ち上げ
• 管理部門の役員がプロジェクトの計画・管理を担当
• 業界歴が⾧い人材及び多様な業界を有するメンバーで、
本補助事業を円滑に進める

• 外注業者と連携して破砕機や選別ラインの導入を実施
• 油化業界に知見を有する教授を顧問に加える

①廃棄物処理ニーズ拡大に応えるための処理能力拡大
②自治体・企業との連携によるプラスチック回収・処理体制の構築
③廃棄物に含まれる不純物を取り除く技術の導入
④油化装置による廃プラスチックの再資源化
⑤機械販売・普及によるリサイクル産業の拡大

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社⾧
永田 耕太郎
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事業推進体制
代表取締役
永田耕太郎

事業責任者
管理本部⾧

現場責任者
事業統括部⾧

営業責任者
営業部部⾧

機械販売責任者
特命営業部部⾧

プラスチック
有識者

油化装置
事業者

業界歴40年超
他に、上場会社
役員や理事など

財務コンサル・投
資ファンドに勤務

アパレルメーカの常
務取締役、当社
深谷事業所の所
⾧を歴任

大手環境系サービス
のグループ⾧

産廃処理、機械
販売の役員を歴任

産総研プラスチック資源化研
究、大学院教授等を歴任

油化装置の
事業会社社⾧

外部顧問

売上高100億円に向けたアクション
① 深谷事業所

 破砕機のリプレイス
 事務所棟の代替投資を実施
 作業場の増設・効率化

② 深谷岡部事業所
 選別ラインを新設
 油化装置の自社導入
 設備建物防爆仕様改造

③ 本社・営業部門
 本補助事業のPJチームを組成
 新ライン導入に伴うマニュアル作成
 油化装置のトライアルを推進
 行政や関連メーカとの関係性強化
 破砕機、選別ライン、油化装置の販売

永田紙業

本補助事業による増収・ブランド化

 設備投資による機械能力の強化
 廃プラの選別装置により、品質を標準化
 油化装置により、ケミカルリサイクル拡大

Phase-1

② 未稼働事業所(2拠点)の能力活用

 未稼働の拠点を再稼働(大泉・熊谷)
 フェーズ1の導入設備一式を自己投資

① 機械販売による増収

 フェーズ1の仕組を機械販売で展開

Phase-2


